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新潟東港背後地域における浮遊粉じん中の
硫酸塩の高濃度出現事例に関する検討
　　　　　　　　　　ガ
ｽ山　佳雄・谷中　隆明・福崎紀夫
染新潟測定局（以下国設新潟測定局と略す）を除く，
1．は　じ　め　に@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14測定地点の浮遊粉じん，SO42－，NO3一の昭和57年5
昭和56，57年度に新潟東港地区及びその背後地におい　　月26～28日における調査結果を表一1に示した．合わせ
て環境大気中の重金属等の調査を実施した．この調査は　　て環境庁が全国各地の大気汚染地域（市街地）に設置し
新潟東港地域の将来の発展を考え，重金属類等の環境基　　ている国設大気汚染測定局（14局）の昭和54，55，56年
準の定められていない汚染質について，現在の状況を把　　度における各5，8，10月の測定結果加4）を示した．
握することを目的に行われた．その内，浮遊粉じんは春　　　表一1に示した様に，浮遊粉じん，NO3一は，国設大気
夏，秋の各季に2日問ずつサンプリングし，浮遊粉じん　．汚染測定局の平均値並みの値を示していた．SO4｝は14
量，重金属成分，水溶性成分等の測定を行った．その結　　地点の平均値で13μg／㎡と国設大気汚染測定局の平均
果，平均値でみると，ほとんどの測定項目は，山岳，森　　値と標準偏差の和（11μg／㎡）をも超える値を示してい
林，原野における測定結果として報告1）されている値と　　た．これらの測定値は，当調査地域が田園地帯にあるこ
比較して，同程度か高くとも2倍程度，また非汚染地域　　とを考えると高い値であり，SO42噛にその傾向が強い．
に設置してある国設環境大気測定局2・3・り（8局）の平均　　また，SO42一の濃度範囲は11～15μg／hfと狭く，SO42一
値と比較しても同程度かそれ以下であった．しかし，昭　　は広範囲な地域に均一的に分布していた．浮遊粉じん，
和57年度春季の調査における水溶性成分の硫酸塩（以下　　NOJにはその様な傾向は認められない．
SO42辱と略す）及び，硝酸塩（以下NO3一と略す）は調査
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3．考　　　　　察が行われたほぼ全域で大気汚染地並みの濃度が出現した．
そこで，この結果について，新潟東港地区に設置してあ　　　3．1浮遊粉じん中のSO42－，　NO3一の生成
る大気汚染監視測定局の測定値を用いて検討を試みた，　　　都市大気中のSO42－，NO3『は大部分，ガス状一次汚染
質から変換した粒子状二次汚染質によると考えられてい
2．測　定　結　果　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る5’6）．大気中の二酸化硫黄はオキシダントによる酸化，
2．1　SO42噛，　NO3”の高濃度出現状況　　　　　　　　あるいは海塩粒子中のNaC1による触媒酸化などにより，
前述した浮遊粉じんの調査は，新潟東港地区から半径　　ガス状H2　SO4に変換する．しかし，このガス状H2　SO4
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　隔?R0㎞以内の15地点において，ハイボリウム・エアーサ は蒸気圧が低いため，直ちにH2　SO4．を生成する．また，
ンプラーを用いて昭和56，57年度の春，夏，秋季の計6　　二酸化窒素は次の反応によりガス状HNO3を形成する．
回実施した．このうち，高濃度の出現は昭和57年5月26　　　　　3NO2＋H20ぢ2HNO3＋NO
～28日にみられた．大気汚染地域に位置する国設大気汚　　　しかし，このガス状HNO3は蒸気圧が高いため，大気
中ではミストとして存在せず，NaClと反応して，NaNO3
　　　　　　　　　　　　　，¥一1　浮遊粉じん重量とSO42－，NO3一　　　　　エーロゾルが形成されると考えられている．　　　、
この様にして，大気中のガス状汚染質は，粒子状二次
区分 昭和57年春季東港地区大気ｲ査淘　　　　（n＝14）
国設大気汚染測定局　　　　　汚染質に変換していくが，生成する粒子状二次汚染質は，（n＝125）　粒径がサブミクロン程度の微粒子として大気中に浮遊し
項目 平均値 範　　囲 雛 平均値 雛 平均値＋W準偏差　　ている．大気中SO42－，NO3一の粒径分布を調査した報告
浮遊粉じん
@‘μ面） 72 45　～11016 85 38 123　　例7）によると，そのほとんどが粒径ユμ皿以下の粉じん
織蓋） 13 11　～　15 1．2 7．2 3．9 11．1　　に存在していた．したがって，微粒子である粒子状二次
NO3－
iμ9／㎡） 2．4 0．81～　3．50．81 3．8 3．3
している．
注）大気汚染地域にある国設新潟測定局の測定値は除いた．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3．2浮遊粉じんとSO42－，NO3噛
当調査における浮遊粉じんとSO42同，NO3傅の関係を調
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べると，相関係数は浮遊粉じんとSO～申がα275，浮遊粉
じんとNO♂が0．855となり，浮遊粉じんとNOJに相関
欝難灘搬途灘齢器なれ　　！　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　杉谷内、3鮮と一撒質　　　　　　　譲設新潟．
現在，浮遊粒子状物質の常時監視に数多く使用してい 潟岡
る光散乱方式粉じん計（以下デジタル粉じん計）は原理
上微粒子に対し感度よく測定を行う．そこで，当調査が　　　　　　　　　　　　　信
sわれた5月26日から28日の新潟東港地区とその背後地　　　　　　　　　　　　濃
阿事賀　　野
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　川域におけるデジタル粉じん計の測定値（以下Dustと略　　　　　　　　　　　　　川　国設新津
す）を調べると，平均値44CPH（n＝9地点），濃度範囲　　　一0　　5　　101㎝3g～51CPH，なお，　Dustの単位CPHは浮遊粒子状物
質の1時間平均値（μ9／㎡）にほぼ対応するDustはSO42－　　　　　　　　　　・
同様，比較的均一な濃度分布碧しており，DustとSO42嘲　　　　　　　　図一1　測定局の位置
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図一2　Dust，　SO2の経時変化（5月23日～28日）
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に関係のあることが裏付けられた．このことからDust　全地点でほぼ同時刻に出現しているところから，二次汚
を粒子状二次汚染質の指標と考え，以下検討を試みた．　　染質は新潟市の工場地帯から移流した可能性は少いもの
図一1に国設新潟測定局（工場地区），杉谷内測定局　　　と思われる．
（東港地区），潟岡測定局（背後地区），国設新津環境大気　　　3．4二次汚染質とオキシダント及び気象因子
測定局（大気清浄地区）の位置を示した．図一2に各測　　　以上の様に，東港地区を含む広範囲な地域において，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”闍ﾇにおけるDust，二酸化硫黄の経時変化を示した．　　　5月24日以降，ガス状一次汚染質から二次汚染質への変
期間は降雨直後の5月23日から28日までである．5測定　　換と二次汚染質の大気蓄積が行われたと予想される．そ
局においてDustは24日0：00から27日0：00までの問，　　こで，二次汚染質の生成及び蓄積に関係があると考えら
全体的に増加傾向にあるものの二酸化硫黄は10ppb～　　　れるオキシダント8）と気象因子のについて調べた．
20ppb程度の値を維持しており，濃度に増加傾向は認め　　　5月23日から28日までのオキシダント，風速，温度，
られない．この様に二酸化硫黄濃度がほぼ一定であるの　　湿度の日平均値及び積算日射量を表一2に示した．また
に反し，Dustが増加傾向を示すのは，ガス状一次汚染　　杉谷内測定局におけるオキシダント，風向，大気安定度
質と比較して，非常に長い大気滞留時間を待つ粒子状二　　の経時変化を図一2に示した．図一2のオキシダントは
次汚染質が気象条件などにより大気中に徐々に蓄積した　　日中高く，夜間低い，日周期をしており，オキシダント
ためと推定される．　　　　　　　　　　　　　　　　と粒子状二次汚染質の増加には相関性が認められない．
また，Dustの濃度ピークは後記する風向と無関係に　　粒子状二次汚染質の生成及び蓄積と気象因子の関係につ
表一2　オキシダントと気象因子
項　　目 測定局名 5月22日5月23日5月24日5月25日5月お日 5月27日5月28日
国設新潟 52 45 45 65 62 45 41
Ox（ppb）杉谷内メ@　岡
55
R8
46
Q9
50
S0
58
S4
53
T3
40
S0
41
S1
国設新津 60 53 69 86 66 37 37
風　　　速 杉谷内 一 2．6 2．1 29 2．6 2．8 5．2
書（m／s）’ 国設新津 2．5 1β 17 17 18 14 2．0
積算日射量 杉谷内 一　　　　　　F 2882 2250 2337 2072 1872 1864
（0．01mJ／㎡）国設新津 1980 2800 2380 2323 2087 2213 2109
温　　　度 杉谷内 13 14 20 22 22 23 21
（℃） 国設新津 13 14 19 22 21 22 22
湿　　　度 杉谷内 74 71 57 65 77 73 75
（％） 国設新津 73 70 55 64 75 72 76
注）気象因子は地域差が少いため杉谷内，新津測定局のみ示した．
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図一3　杉谷内におけるオキシダント，大気安定度，風向の経時変化（5月23日～28日）
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’いては，次の点が注目された．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参　考　文　献①　風速が2m／s程度の日が続いていること．
②　晴れの日が続いていること．　　　　　　　　　　　1）全国公害研究協議会：昭和51年度環境庁委託調査，
環境における大気汚染物質の分布量に関する研究1
4．お　わ　り　に@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（山岳，森林，原野における大気汚染のバックグラ
田園地帯である東港地域を含む広範囲な地域において　　　　ンド調査），P．347（1977）．
SO42－，NO3一の高濃度出現があり，その原因について　　2）日本環境衛生センター：昭和54年度環境庁委託業務
検討を試みた・その結果，SO42囎とDustに相関性が認　　　　結果報告書（国設大気測定網（NASN）浮遊粉じんお
められると共に・Dust濃度ピークが風向によらず，ほぼ　　　よび浮遊粒子状物質結果報告書），　P．8　（1980）．
同一時刻に広範囲な地域に出現しているところから，Sα2－　3）同上，μ8　（1981）．
は工場地帯から移流したものではなく，二酸化硫黄の変　　4）同上，B8　（1982）．
換した粒子状二次汚染質によるものと推定された．また，　5）P．F．　Fennelly：J．　Air　Poll．　Cont．　Assoc．，25，
粒子状二次汚染質の生成に関与している二酸化硫黄，オ　　　　697（1975）．
キシダント濃度に増加傾向が認められないのに反し，　　6）R．工Cheng：Atm．　E既，5，987（1971）．
Dust濃度は徐々に増加傾向にあり，粒子状二次汚染質の　　7）松本光弘，市川　博，市村国俊：全国公害研会誌，　　　　　　　　　　　　」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
蜍C蓄積があったことが推察される．ゼ方，NO3鴨につい　　　　6，1（1981）．
てはSO42嚇と生成機構が異なるものと推定される．この　　8）太田幸雄，大喜多敏一，原　宏：大気汚染学会誌，
様に，ガス状一次汚染質濃度の低い当地域においても，　　　　13，27（1978）．
気象条件によって粒子状二次汚染質の生成，蓄積が起こ　　9）嶋田　勇：大気汚染学会誌，16，12（1981）．
り，SO42一に関して汚染地並みの高濃度が出現したもの
と思われる．
最後に，東港地域の大気汚染常時監視測定結果につい　・
て便宜を図っていただいた公害規制課水島好夫氏に感謝
いたします．
